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重要会議の議事録作成が担当者の
精神的な負担になっていた

従来、重要会議の議事録や、役員の訓示、
社員インタビューなどの文字起こしはICレ
コーダーの録音を元に作成し、音声の聞き
直しやテキストの編集作業に多くの時間を要
していました。取締役会などの経営に関わる
会議では、文字起こしの正確さに加えて作成
までのスピードも重要視されるため、担当者
の精神的な負担になっていました。そういっ
た文字起こし作業の効率化・負担軽減のため、
音声認識ソフトの導入を検討しました。

トライアルで30％以上の削減効果

検討にあたっては、セキュリティ、音声認
識精度、編集のしやすさ、コストをポイント
として数社のサービスを比較しました。各
サ ー ビスをトライアルしました が、
「ScribeAssist」は、前述のポイント全てにお
いて優れていました。また、トライアル中に
会議の議事録作成時に利用した際には30%
以上の時間削減効果があり、本導入を決め
ました。

議事録作成時間を最大50％削減、
正確性も向上

感覚ですが、議事録作成時間は30 ～
50%ほど削減されたと感じています。会話の
区切りごとに音声を聞き返すこともできるの
で、正式な発言の記録が求められる取締役
会の議事録作成においても有効です。マイク
の配置にもよりますが高い精度で文字起こし
されるため、議事録作成担当者の負荷は精
神的にも物理的にも減少しています。

会議中にテキスト編集ができるので
会議後には議事録が完成

「ScribeAssist」は文字起こしされた文章を
リアルタイムで編集することもできるため、
会議の種類によっては、会議中に議事録を
ほぼ完成させられます。オンラインの会議体
でも文字起こしされるため、会議の種類を問
わずに活用の幅を広げられるように試行錯誤
しています。どの発言を何時何分にしたかも
記録されるため、会議の聞き直しもICレコー
ダーより容易です。

▲ ScribeAssist の利用イメージ

議事録作成時間を30～50%削減。
リアルタイムで編集でき、会議中に
議事録がほぼ完成。
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導入前の課題 導入後の効果
何度も音声データを聞き直しながら議事録を作成して
おり、多くの時間がかかっていた
重要会議では内容の正確性と作成の早さが求められ
ていた
議事録作成者は会議で発言したり深く議論に参画し
たりすることが難しく、大きな負荷になっていた

自動でテキスト化されるので、議事録作成時間が30
～ 50%ほど削減
文字起こし結果リアルタイムで編集可能なので、会議
後には議事録がほぼ完成できる
高い音声認識精度で文字起こしされるため、担当者
の負荷は精神的にも物理的にも減少した
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単語リストの利用でさらに音声認識精度がアップ

定期的に更新される「業種別・職種別単語リスト」を当社でも活用
しています。ダウンロードして読み込むだけで、業界特有の専門用語
や流行語・トレンドワードなども正確に音声認識できるようになり、導
入時よりもさらに認識精度が向上しています。

取締役会以外でも幅広いシーンで活用

当初は、取締役会など経営に関する会議の議事録作成や、役員・
社員へのインタビュー、訓示などの文字起こしといった総務部門への
導入を想定していましたが、特に会議の多い各部門から導入希望の声
があり、少しずつ利用部署が広がっています。
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※アドバンスト・メディアは（財）日本情報処理開発協会により、個人情報を適切に取り扱っている事業者である事を示す「プライバシーマーク」の付与認定を受けています。
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株式会社アドバンスト・メディア

ScribeAssist（スクライブアシスト）は、音声録音からテキスト化、

編集、要約までをワンストップで実現する、AI音声認識で議事

録作成を自動化するアプリケーション。

スタンドアローン型アプリケーションなので、インターネット

接続の有無にかかわらず、いつでもどこでもご利用いただけます。

リアルタイム認識、ファイル認識の両方に対応しており、Web

会議のみならず、テレワーク、対面での会議や商談・打ち合わせ、

経営会議、セミナー・講演会、研修、インタビュー、面談など、様々

なシーンでの議事録作成業務の効率化を支援します。

ChatGPTと連携した自動要約機能も搭載し、議事録作成にかか

る手間を大幅に削減します。
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で、正式な発言の記録が求められる取締役
会の議事録作成においても有効です。マイク
の配置にもよりますが高い精度で文字起こし
されるため、議事録作成担当者の負荷は精
神的にも物理的にも減少しています。

会議中にテキスト編集ができるので
会議後には議事録が完成

「ScribeAssist」は文字起こしされた文章を
リアルタイムで編集することもできるため、
会議の種類によっては、会議中に議事録を
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わずに活用の幅を広げられるように試行錯誤
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単語リストの利用でさらに音声認識精度がアップ

定期的に更新される「業種別・職種別単語リスト」を当社でも活用
しています。ダウンロードして読み込むだけで、業界特有の専門用語
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▲ 総務部 秘書グループ　ご担当者様


